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第
二
十
六
条
第
四
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

セ
ン
タ
ー
の
援
助
以
外
の
離
職
後
の
就
職
の
援
助
（
最
初
に
職
員
と
な
っ
た
後
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
第
十
三
号
に
お
い
て
「
セ
ン
タ
ー
以
外
の
援
助
」
と
い
う
。）を
行
っ
た
者

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
当
該
セ
ン
タ
ー
以
外
の
援
助
の
内
容
（
セ
ン
タ
ー
以
外
の
援
助
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
旨
）

第
二
十
六
条
第
五
項
中
「
管
理
職
職
員
」
を
「
法
第
百
六
条
の
二
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
管
理
職
職
員（
以
下「
管

理
職
職
員
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
百
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
管
理
職
職
員
で
あ
っ
た
者
（
離

職
後
二
年
を
経
過
し
な
い
者
に
限
り
、
法
第
百
六
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
を
除
く
。）に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
届
出
に
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
六
条
の
二
十
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
に
」
と
、「
約
束
が
効
力
を
失
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
地
位
に
就
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
た
」
と
、「
任
命
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
離
職
し
た
官
職
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
官
職
の
任
命
権
者
を
経
由
し

て
、
内
閣
総
理
大
臣
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
法
第
百
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
（
管
理
職
職
員
で
あ
っ
た

者
で
あ
っ
て
、
離
職
後
二
年
を
経
過
し
な
い
者
に
限
る
。）及
び
」
を
削
り
、「
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
を
「
第
六
号

か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
に
、「
第
四
項
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
を「
第
二
十
九
条
第
三
項
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」

に
改
め
、「
と
き
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
十
七
号

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
二
十
三
第
一
項
、
第
百
六
条
の
二
十

四
、
第
百
六
条
の
二
十
五
第
二
項
、
第
百
六
条
の
二
十
七
第
四
号
及
び
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同

法
第
百
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
届
出
」
を
「
届
出
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」を「
第

六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま

で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
七
号
中
「
名
称
」
の
下
に
「
及
び
連
絡
先
」
を
加
え
、同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、

同
項
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。六

約
束
前
の
求
職
開
始
日
以
後
の
職
員
と
し
て
の
在
職
状
況
及
び
職
務
内
容
（
約
束
前
の
求
職
開
始
日
が
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
再
就
職
の
約
束
を
し
た
日
以
後
の
職
員
と
し
て
の
在
職
状
況
及
び
職
務
内
容
）

第
二
十
六
条
第
四
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

再
就
職
の
約
束
を
し
た
日
以
前
の
職
員
と
し
て
の
在
職
中
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
（
以

下
「
約
束
前
の
求
職
開
始
日
」
と
い
う
。）（
約
束
前
の
求
職
開
始
日
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
）

イ

再
就
職
先
に
対
し
、
再
就
職
を
目
的
と
し
て
、
最
初
に
自
己
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
日

ロ

再
就
職
先
に
対
し
、
再
就
職
を
目
的
と
し
て
、
最
初
に
当
該
再
就
職
先
の
地
位
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
依

頼
し
た
日

ハ

再
就
職
先
に
対
し
、
最
初
に
当
該
再
就
職
先
の
地
位
に
就
く
こ
と
を
要
求
し
た
日

４

前
三
項
の
規
定
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
立
研
究
開
発
法
人
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
令

第
十
六
条
第
二
項
」
と
、「
第
五
十
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
十
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
項
中
「
第
五
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
四
第
一
項
」
と
、
前
二
項
中
「
第
十
六
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
に
お
い
て

準
用
す
る
新
令
第
十
六
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

総
務
大
臣

野
田

聖
子

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
十
六
号

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
施
行
に

伴
い
、
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
六
条
第

二
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令

第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
及
び
第
四
条
第
二
項
」
を
削
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
附
則
第
六
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
）

第
三
条

法
附
則
第
六
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
四
条
第
一
号
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
一
条
第

十
七
号
に
掲
げ
る
総
合
科
学
技
術
会
議
の
常
勤
の
議
員

二

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
五
号
）
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
十
四
号
の
二
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

の
委
員
長
及
び
常
勤
の
委
員

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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